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八代小学校だより

本校の６年生で、子供たちの発案による「鈴木さんプロジェクト」が始動しました。現在の６年生は、３年

生時の社会科学習において、八代の産品の流れを追う中で、千葉県在住の鈴木勝子さんと知り合いました。以

来３年間にわたって、鈴木さんから子供たちへの励ましの手紙や教材費の補助をいただき、子供たちからもお

礼の手紙や暑中見舞いを送るなど、交流を続けてきました。

本年度卒業を迎えるに当たり、子供たちの中から「鈴木さんに卒業式を見てもらいたい。」「卒業式に招待

したい。」という声が上がってきました。そして、担任も交えて子供たちで相談をし、「鈴木さんを卒業式に

招待しよう。そして、その費用を是非自分たちの力でつく

りだそう！」と決めました。その費用捻出作戦が「鈴木さんプ

ロジェクト」だそうです。

現在、「八代校区ふれあい祭り(10月27日：日曜)」での「ス

ノードーム作成体験コーナー」の実施、「白鳥祭（11月10日:日

曜）」での「手作り作品販売」を行う方向で、計画・準備が進

んでいるようです。

子供たちの温かい思いや熱い願いが、少しずつ形となってい

ます。プロジェクトが成功することを見守りたいと思います。

八代小学校は、学校の周りを道幅の狭い生活道路に囲まれています。生活道路と言っても、通勤の抜け道に

もなっているためか、交通量が多いうえにかなりスピードを上げて往来する車両もあります。子供たちには、

交差点からの出てくる時の一旦停止や左右の確認など、自ら命を守るための指導を行っていますが、いつ事故

が起きてもおかしくない状況に大変心配をしているところです。

そんな子供たちの状況を見た八代校区住民自治協議会のみなさんが、「子供たちのために！」と、運転者へ

の呼びかけ看板を作成し設置していいただきました。現在、学校周辺を中心に１６カ所に設置してあります。

運転者への注意喚起

もさることながら、子

供たちの安全に心を配

っていただける地域の

方々の存在があること

が、なにより心強いと

感じたところです。

子供たちを見守るたくさんの目

看板を設置いただいた住民自治協議会のみなさん

「鈴木さんプロジェクト」始動！


